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　ある 庭
てい

園
えん

に、
美

うつく

しい シダレ
ヤナギ * の 木

き

が 
生
は

えていました。
たれ下

さ

がった 枝
えだ

は
青
あお

々
あお

と しげり、風
かぜ

が
ふくたびに、ゆうがに

ゆれていました。みんな、
その ヤナギの 木

き

が 
大
だい

好
す

きでした。ただ、その
木
き

自
じ

身
しん

を のぞいては・・・。
「もっと 背

せ

が 高
たか

かったら
なあ。」と、ヤナギは ぼやいて

いました。「それに、枝
えだ

が 
地
じ

面
めん

に 向
む

かって たれ下
さ

がったり
なんか せず、空

そら

に 向
む

かって 高
たか

く
のばせたら いいのに！　そして、

ぼくも 実
み

を つけられたらなあ！　
だって、実

み

を つけられなきゃ、
全

まった

くの 役
やく

立
た

たずだもの！」
　その シダレヤナギは、青

あお

く すみきった
流
なが

れの ほとりに 生
は

えて いました。小
お

川
がわ

は、
川
かわ

底
ぞこ

の 小
こ

石
いし

を なでるように、さらさらと

喜
よろこ

びの 歌
うた

を 歌
うた

いながら、土
ど

手
て

の 花
はな

を 
うるおしていました。そんな 小

お

川
がわ

の 
せせらぎに 対

たい

して、シダレヤナギは 
たびたび グチを こぼしていました。
　シダレヤナギの 木

こ

かげには、しばしば
心

こころ

の やさしい 羊
ひつじ

飼
か

いの 少
しょう

年
ねん

が すずみに
来
き

ては、羊
ひつじ

たちが 近
ちか

くの 牧
ぼく

草
そう

地
ち

で 草
くさ

を 
食
た

べ、小
お

川
がわ

の 水
みず

を 飲
の

むのを 見
み

守
まも

って
いました。ヤナギが 悲

かな
しんでいるのに 

気
き

づくと、少
しょう

年
ねん

は 木
き

を 元
げん

気
き

づけようと
して、歌

うた

を 歌
うた

ったり、フルートを ふいたり
しました。
　けれども、何

なに

も うまくは いきません
でした。シダレヤナギは、ますます 
みじめな 気

き

分
ぶん

に なるばかりです。枝
えだ

は 
前
まえ

よりも いっそう 地
じ

面
めん

に 向
む

かって 
低
ひく

く たれ下
さ

がってきました。ついに、
羊

ひつじ

飼
か

いの 少
しょう

年
ねん

は あきらめてしまい
ました。自

じ

分
ぶん

が みじめだと 思
おも

う以
い

外
がい

の
ことは 考

かんが
えたくないのですから、何

なに

を 
しても むだだったのです。

* シダレヤナギ：英
えい

語
ご

名
めい

は weeping willow で、

「泣
な

き柳
やなぎ

」という意
い

味
み

。



　羊
ひつじ

飼
か

いの 少
しょう

年
ねん

が ヤナギの 木
き

の 下
した

へ 
来
く

る 回
かい

数
すう

は だんだんと 減
へ

り、しまいには、
全

まった

く 来
こ

なくなってしまいました。
　まもなく 人

ひと

々
びと

は、その 木
き

を 「ウィーピー
（泣

な

き虫
むし

という 意
い

味
み

）」と よぶように なり
ました。いつも 落

お

ちこんでいて、みじめ
だったからです。そして ウィーピーも、
さびしさに たえられなくなってきてしまい
ました。また あの 陽

よう

気
き

な 羊
ひつじ

飼
か

いの 少
しょう

年
ねん

に
会
あ

えたら いいのに！　ヤナギの 木
き

にとって、
人
じん

生
せい

は いよいよ 悲
かな

しく つらい ものに 
なってきてしまいました。
　けれども ある日

ひ

、ウィーピーの 物
もの

事
ごと

の 
見
み

方
かた

を 変
か

えてしまう 出
で

来
き

事
ごと

が 起
お

こり
ました。はげしい 嵐

あらし

が、そこら中
じゅう

の 丘
おか

と、
ウィーピーの 立

た

っている 谷
たに

を ふき荒
あ

れ
ました。風

かぜ
は はげしく ふきつけ、雨

あめ

は 
ざあざあ降

ぶ

りに なりました。嵐
あらし

の まっただ
中
なか

で、ウィーピーは どしゃ降
ぶ

りの 中
なか

を 
よろよろと 歩

ある

いている 少
しょう

女
じょ

を 見
み

かけ
ました。歩

ある

きながら 少
しょう

女
じょ

が 泣
な

いているのが
聞
き

こえます。
　（きっと、まい子

ご

に なったんだな！）と

ウィーピーは 思
おも

い
ました。（あの 子

こ

を 
助
たす

けてあげられたら
なあ。だけど、何

なに

が 
できるだろう？　神

かみ
様
さま

、
この かわいそうな 女

おんな

の 
子
こ

を 助
たす

けるために 何
なに

が 
できるか、教

おし

えてください。）
　 少

しょう

女
じょ

は ゆっくりと、ヤナギの
木
き

の 方
ほう

に 向
む

かって来
き

ます。
そして、ヤナギの たれ下

さ

がった
枝
えだ

や 葉
は

の 前
まえ

に 立
た

つと、ぎょっと
して ふるえていました。
　（ 少

しょう

女
じょ

を 嵐
あらし

から 守
まも

ってあげな
さい。）　シダレヤナギは、神

かみ
様
さま

の 
ささやく 声

こえ

を 聞
き

きました。（おまえの 
枝
えだ

と 葉
は

で、 少
しょう

女
じょ

を 風
かぜ

と 雨
あめ

から 守
まも

って
あげられよう。だれかに 見

み

つけて
もらえるまでの 間

あいだ

な。）
　ヤナギは 神

かみ
様
さま

の 声
こえ

に 従
したが

い、枝
えだ

を さっと
広
ひろ

げて 少
しょう

女
じょ

を 中
なか

へ 招
まね

きました。 少
しょう

女
じょ

は 
木
き

の 下
した

に 入
はい

って、葉
は

の おいしげった 大
おお

きな
枝
えだ

の 下
した

に すわりました。



　木
き

の 下
した

は 
はげしい 嵐

あらし

から
はなれ、静

しず

かで 
安
やす

らぎに 満
み

ちて
いました。

　シダレヤナギが 
やわらかい 葉

は

を 下
お

ろして
少

しょう

女
じょ

に 休
やす

む 場
ば

を 作
つく

って
あげると、 少

しょう

女
じょ

は 枝
えだ

に 
寄
よ

りそって、うとうとし始
はじ

め
ました。ウィーピーの 枝

えだ

と 
葉
は

に やさしく 包
つつ

まれると、
少

しょう

女
じょ

は すやすやと ねむって
しまいました。外

そと

では まだ 嵐
あらし

が 
ふき荒

あ

れています。
　シダレヤナギは、とても 幸

しあわ

せな 
気
き

持
も

ちで いっぱいに なりました。
とうとう、自

じ

分
ぶん

は 何
なに

かの 役
やく

に 立
た

てたの
です！　 少

しょう

女
じょ

を 嵐
あらし

から 守
まも

り、幸
しあわ

せに して
あげられました。人

じん

生
せい

は 何
なん

と すばらしく 
思
おも

えたことか！　今
いま

では うなる 風
かぜ

さえ、
ヤナギの 枝

えだ

と 葉
は

の 間
あいだ

を すりぬけながら、
メロディーを かなでているようです。

　朝
あさ

が 来
く

るころには、 嵐
あらし

は おさまって
いました。 少

しょう

女
じょ

が 目
め

を さますと、
ヤナギは ほほえみかけました。 少

しょう

女
じょ

は
あくびを して 目

め

を こすりながら、
シダレヤナギに ほほえみ返

かえ
しました。

　すると、以
い

前
ぜん

 よく 来
き

て 木
き

の 下
した

に 
すわっていた 羊

ひつじ

飼
か

いの 少
しょう

年
ねん

が 来
く

るのが 
見
み

えました。 少
しょう

年
ねん

は、死
し

にものぐるいで
木
き

の 方
ほう

に 向
む

かって 走
はし

って来
き

ました。
何
なに

か、さがしているようです。（人
ひと

を 
さがしているのかな？）と ウィーピーは
思
おも

いました。
　シダレヤナギが 枝

えだ

を どけると、
少

しょう

女
じょ

は お兄
にい

ちゃんの うでの 中
なか

に 
走
はし

りこみました。二
ふたり

人とも、両
りょう

うでを 
いっぱいに のばして シダレヤナギに 
ハグし、木

き

の みきに キスしました。
「ありがとう。」　 少

しょう

女
じょ

は にこやかに 
お礼

れい

を 言
い

いました。
「わたしを 嵐

あらし

から 守
まも

ってくれたのね。」
　シダレヤナギは、それはそれは 
すばらしい 気

き

分
ぶん

に なりました！ 
まい子

ご

の 少
しょう

女
じょ

を 助
たす

けてくださいという 



祈
いの

りを 神
かみ

様
さま

が 聞
き

いてくださった
だけでは なく、ヤナギは 
問
もん

題
だい

への 答
こた

えも 発
はっ

見
けん

しました。
困
こま

った 人
ひと

を 助
たす

けることで、
自
じ

分
ぶん

の 悲
かな

しみを 忘
わす

れられた、と
いうことです。
　お日

ひ

様
さま

は ぽかぽかと 照
て

り、
シダレヤナギの 枝

えだ

に 残
のこ

っている 
雨
あま

つぶを、キラキラと 輝
かがや

かせて
います。小

お

川
がわ

は 楽
たの

しそうに 歌
うた

を 
歌
うた

いながら、木
き

の 根
ね

元
もと

に パシャ
パシャと 水

みず

を はねています。
シダレヤナギは、二

ふたり

人の 子
こ

ども
たちが いっしょに 帰

かえ
って

行
い

くのを 見
み

守
まも

っていました。
顔
かお

には、喜
よろこ

びの ほほえみを 

浮
う

かべながら。人
じん

生
せい

は 
今
いま

や、彼
かれ

にとって 
すばらしい ものに 
なったのです！

教
きょう

訓
くん

：幸
しあわ

せになる 方
ほう

法
ほう

は、
他
た

の 人
ひと

たちを 幸
しあわ

せに 
すること。わたしが 君

きみ

を 
創
そう

造
ぞう

した 様
さま

に 満
まん

足
ぞく

できないと 
感
かん

じているなら、周
まわ

りの 人
ひと

たちに 
助
たす

けの 手
て

を 差
さ

しのべてごらん。
そうすれば、やがて 君

きみ

も わたしの 
喜

よろこ

びで 満
み

たされるようになると 
わかるだろう。

- イエスより

すべての 事
こと

について、感
かん

謝
しゃ

しなさい。

（テサロニケ人への 第
だい

一
いち

の 手
て

紙
がみ

 5:18、口
こう

語
ご

訳
やく

聖
せい

書
しょ

）
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